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第１6回総会・春季セミナー終わる
社団法人 日本農業法人協会

　（社）日本農業法人協会の第16回総会、春季
セミナーが３月８日・９日に東京浅草にて開か
れ、全国の農業法人経営者・従業員、アグリサ
ポート倶楽部会員など約250名が出席しました。
　今回は初の試みとして、全会員への総会資料
事前配布や総会開催時間を13:30～17:00という
長時間に設定などを実施し、セミナー関係は全
て翌日といたしました。
　

　
　総会では長谷川会長の挨拶、来賓の農林水
産省の中尾昭宏審議官、全国農業会議所の太
田豊秋会長、農林漁業金融公庫の髙木勇樹総
裁の祝辞に続いて、宮城県・（有）ダイアファー
ムの阿部雅良会長を議長として議事に移り、①
平成１８年度補正予算の承認に関する件、②平
成１９年度事業計画の承認に関する件、③平成１
９年度収支予算の承認に関する件、 ④平成１９
年度会費額並びに賦課納入決定に関する件、⑤
平成１９年度借入金最高限度額の決定に関する
件について上程されました。質疑応答では、事業
計画について、GAPに対する協会の取組み方や
人材育成予算についてなどについての質疑応答
がなされました。
⑥理事の補充・選任に関する件では、設立以来
理事としてご活躍をいただいていた全中の山田
俊男前専務が昨年９月４日付けで退任されたこと
を受け、後任に前島恒夫全中常務にご就任いた
だくことが承認されました。
⑦ビジョンに関する件では、議案策定にかかった
経過報告、アンケートの分析、欧州視察の報告

がなされた後、長谷川会長よりビジョンの議案
が示されました。ビジョンは「基本理念」、「目指
すべき未来」、「『目指すべき未来』の実現に向
けて」の３つの章から構成されています。「基本
理念」には①自然・生命の摂理を重んじ、農産
物の供給責任を果たします。②世界的視野に立
ち、農業の牽引車として、経営革新を行い、政
策改革に取り組みます。③農業の新たな価値を
創造し、地域社会の発展と地球環境の保全に
貢献します。④日本農業を生命総合産業に発
展させ、すべての人と夢・希望を共有できる社会
にします。⑤農業経営の先駆者として自己革新
により自立的農業経営を確立しますの５点を掲
げました。「目指すべき未来」の「目標」には「世
界思考品質の農業経営を実現し、その結果によ
って社会を幸福にする」と設定しました。
　１，２章に対し、３章については議論が足りな
いので審議継続を求める発言もありましたが、
出席者の拍手によるご賛同を得てご承認をいた
だきました。長期ビジョンについては、大切なお
話であったにもかかわらず、結果的に十分なご
議論のお時間をご用意できない形となりました
ことを、ここで改めてお詫びいたします。

　翌日は朝9時15分からトップセミナーが行われ
ました。テーマは「食育からみた日本農業の展開
方向」。これまでのトップセミナーと異なり、パネ
ルディスカッションを取り入れたスタイルで進め
られました。

　その後「経営多角化・高度化シンポジウム」を
開催、この1年間に調査した6つの会員さんのお
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挨拶する長谷川会長

経営多角化・高度化シンポジウムの調査にご協力いただいた
会員の皆さん




